
令和 2 年度公益社団法人日本水産学会定時社員総会

日 時： 令和2年 3月 28日（土）13：00～15：20

会 場： 東京海洋大学品川キャンパス 大講義室

次   第

1. 開会の挨拶 （総 務 理 事）

2. 議長の選出 （   〃  ）

3. 定足数の確認 （   〃  ）

4. 会長の挨拶 （佐藤秀一 会長）

5. 令和 2年度春季大会委員長の挨拶 （金子豊二 委員長）

6. 議  事

第 1号議案 令和元年度事業報告ならびに貸借対照表，正味財産増減計算書   総 務 理 事

及び財産目録承認の件   財 務 理 事

第 2号議案 会員に関する規則の一部改正の件 （総 務 理 事）

第 3号議案 令和 2・3年度役員（理事及び監事）選任の件 （   〃  ）

7. 報  告

8. 令和 2年度秋季大会について （木村暢夫 委員長）

9. 令和 3年度春季大会について （東海 正 委員長）

10. 令和元年度学会賞及び論文賞の紹介 （総 務 理 事）

11. 閉会の挨拶 （議    長）
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第 1号議案 

令和元年度 事業報告（案） 

（自 平成31年3月1日～至 令和2年2月29日） 
 
 本学会の公益目的事業の円滑な遂行を図るため，以下の活動を行った。 
 
1．役員会・組織運営等に関する事項 
（1）平成31年度定時社員総会（平成31年3月28日），於東京海洋大学品川キャンパス大講義室（東京都港区） 

1）平成30年度事業報告の報告ならびに貸借対照表，正味財産増減計算書，財産目録及び監査報告の承認 
2）会員に関する規則の一部改正の承認 
3）増員による平成31年度役員（理事）選任の承認 
4）名誉会員推薦の承認 
5）報告事項 

（2）理事会 
平成31年度第1回（平成31年3月9日），於東京海洋大学品川キャンパス2号館200A-2（東京都港区） 

1）平成30年度事業報告の承認 
2）平成30年度貸借対照表，正味財産増減計算書，財産目録及び監査報告の承認 
3）企画広報委員会委員の交代の承認 
4）水産教育推進委員会委員の追加の承認 
5）日本水産学会出版物に関する学術著作権協会管理委託申込の承認 
6）平成31年度春季大会の日程変更の承認 
7）入会者の承認 
8）各担当理事からの報告 

平成31年度第2回（平成31年3月26日），於東京海洋大学品川キャンパス白鷹館多目的スペース（東京都港区） 
1）東北支部長の辞任の承認 
2）水産利用懇話会委員会委員の交代の承認 
3）水産増殖懇話会委員会委員の交代の承認 
4）投稿規程の一部改正の承認 
5）社会連携促進のための情報共有テンプレートの活用の承認 
6）入会者の承認 
7）各担当理事からの報告 

平成31年度第3回（平成31年3月28日），於東京海洋大学品川キャンパス2号館200A-2 
1）各理事の担当の決定 
2）東北支部長の交代の承認 
3）入会者の承認 
4）各担当理事からの報告 

令和元年度第4回（令和元年6月15日），於東京海洋大学品川キャンパス2号館200A-2 
1）令和2・3年度支部幹事の定数の承認 
2）令和元年度支部交付金の配分額の承認 
3）水産教育推進委員会拡大委員の交代の承認 
4）出版委員会ベルソーブックス担当委員の廃止の承認 
5）漁業懇話会委員会運営規程の一部改正の承認 
6）e-水産学シリーズに関する規程の一部改正の承認 
7）改元に伴う規程の一部改正の承認 
8）令和元年度秋季大会の日程の承認 
9）令和元年度秋季大会におけるポスターコンペティションの選考に関する申し合わせ及び実施要領の承認 

10）令和2年度秋季大会の日程，場所及び委員長の承認 
11）令和3年度春季大会担当支部の承認 
12）業務管理システムのプログラム改修委託業者の承認 
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13）後援依頼の承認 
14）入会者の承認 
15）各担当理事からの報告 
令和元年度第5回（令和元年9月8日），於福井県立大学永平寺キャンパス共通講義棟206教室（福井県吉田郡） 

1）水産環境保全委員会委員の交代の承認 
2）水産増殖懇話会委員会委員の交代の承認 
3）投稿規程の一部改正の承認 
4）名誉会員能勢幸雄氏の追悼文掲載の承認 
5）名誉会員山中英明氏の追悼文掲載の承認 
6）オンライン決済（PayPal）の導入の承認 
7）水産学シリーズ「魚食と健康」韓国語版の契約書の名義変更の承認 
8）令和元年度秋季大会の会期短縮の承認 
9）令和2年度春季大会運営委託業者の承認 

10）令和2年度春季大会募金目論見書の承認 
11）第18回日本農学進歩賞受賞候補者の推薦の承認 
12）共催及び後援依頼の承認 
13）日本学術会議主催公開シンポジウム「わが国の水産養殖の未来像」実行委員会の設置及び委員長・副委員長・委員の承認 
14）日本学術会議主催公開シンポジウム「わが国の水産養殖の未来像」募金目論見書の承認 
15）入会者の承認 
16）会員種別変更の承認 
17）各担当理事からの報告 
令和元年度第6回（令和元年11月30日），於東京海洋大学品川キャンパス2号館200A-2 

1）会費免除の承認 
2）令和2・3年度東北支部担当理事候補者の推薦の承認 
3）令和元年度日本水産学会各賞受賞者の決定 
4）遠隔会議導入に伴う規程の一部改正の承認 
5）Web会議システムZoomの導入の承認 
6）会計処理規程の一部改正の承認 
7）職員育児・介護休業規程の一部改正の承認 
8）学会誌著作権ポリシー及び投稿規程の一部改正の承認 
9）漁業懇話会委員会委員及び水産政策委員会委員の交代の承認 

10）業務管理システムのプログラム改修の業務委託契約書の承認 
11）水産学シリーズ156の中国語翻訳出版契約書の承認 
12）男女共同参画学協会連絡会への参加形態変更の承認 
13）令和2年度春季大会における発表を行わない学部学生の参加費無料化の試みの承認 
14）Fisheries Science 86巻における会員販売促進の継続の承認 
15）日本水産学会誌86巻における会員販売促進の継続の承認 
16）令和2年度日本農学賞受賞候補者の推薦の承認 
17）令和2年度日本農学会運営委員の選出 
18）後援依頼の承認 
19）入会者の承認 
20）各担当理事からの報告 
令和元年度第7回（令和2年2月8日），於東京海洋大学品川キャンパス2号館200A-1及び2（東京都港区） 

1）会員に関する規則の一部改正の提案の承認 
2）令和2・3年度役員（理事及び監事）候補者の承認 
3）令和2年度定時社員総会の日時及び場所ならびに目的である事項の承認 
4）令和2年度事業計画の承認 
5）令和2年度資金調達及び設備投資の見込みの承認 
6）令和2年度予算の承認 
7）著者負担金回収不能金の雑費処理の承認 
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8）仮受金の処理の承認 
9）沿岸環境関連学会連絡学協会への参加に伴う経費支出の承認 

10）令和元年度日本水産学会論文賞の決定 
11）企画広報委員会運営規程の一部改正の承認 
12）令和2・3年度支部長の承認 
13）令和2年度秋季大会運営委託業者の決定 
14）令和2年度秋季大会募金目論見書の承認 
15）令和3年度春季大会委員長の承認 
16）令和2年度各種委員会委員長の選出 
17）令和2年度各種委員会委員の選出 
18）令和元年度資格喪失者の承認 
19）共催，協賛，後援の取り扱いの申し合わせの承認 
20）各担当理事からの報告 

（3）支部 
1）北海道支部  支部総会1回，支部幹事会1回 
2）東北支部  支部総会1回，支部幹事会4回，幹事・連絡調整員合同会議2回 
3）関東支部  支部幹事会1回 
4）中部支部  支部総会1回，支部幹事会1回 
5）近畿支部  支部幹事会2回 
6）中国・四国支部  支部総会1回，支部幹事会1回 
7）九州支部  支部総会1回，支部幹事会1回 

（4）委員会 
1）編集委員会 4回 

2）企画広報委員会 7回 
3）学会賞選考委員会 2回 
4）シンポジウム企画委員会 6回（内4回はメール会議） 
5）出版委員会 2回 
6）水産環境保全委員会 2回 
7）漁業懇話会委員会 4回（内2回はメール会議） 
8）水産利用懇話会委員会 3回 
9）水産増殖懇話会委員会 2回 

10）国際交流委員会 2回 
11）選挙管理委員会 1回 
12）水産教育推進委員会 4回（内2回はメール会議） 
13）水産技術誌監修委員会 2回（内1回はメール会議） 
14）水産政策委員会 2回 
15）男女共同参画推進委員会 2回 
16）水産学若手の会委員会 2回 
17）財務検討委員会（特別委員会） 1回（メール会議） 
18）英文書籍監修委員会（特別委員会） 1回（メール会議） 
19）東日本大震災災害復興支援検討委員会（特別委員会） 1回 

 
［公益目的事業1］ 

研究発表会及び学術講演会・シンポジウムの開催ならびに研究業績の表彰による水産学の学術の発展と科学技術の振興を推進する

ため，以下の事業を行った。 

 

2．研究発表会及び学術講演会等の開催による水産学研究の推進事業（定款第4条1項1号に定める事業） 

（1）研究発表会 
1）春季大会：平成31年3月26日～3月29日，於東京海洋大学品川キャンパス（東京都港区） 

大会委員長 岡﨑惠美子 
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研究発表 口頭444題（内24題は英語セッション），ポスター249題（内1題は英語セッション），計693題 
高校生による研究発表74題 
シンポジウム1件，ミニシンポジウム1件，講演会等5件 
平成30年度学会賞受賞者講演11題 
参加者数 名誉会員3名，正会員837名，学生会員284名，賛助会員58名，非会員94名 計1,276名 

高校生（含引率教員）約270名 
2）秋季大会：令和元年9月8日～9月10日，於福井県立大学永平寺キャンパス（福井県吉田郡） 

大会委員長 横山芳博 
研究発表 口頭167題，ポスター116題，計283題 
高校生による研究発表27題 
ミニシンポジウム2件，講演会等3件 
参加者数 名誉会員1名，正会員295名，学生会員110名，賛助会員22名，非会員51名 計479名 

高校生（含引率教員）約120名 
（2）各支部が行う研究発表会及び講演会 

1）北海道支部 
①支部大会（令和元年11月2日・3日），於北海道立道民活動センター かでる2.7（北海道札幌市） 
公開講座「道民に身近な水産資源の利用と新しい特産物の開発」演題5題，参加者数99名 
シンポジウム「国際サーモン年におけるサケの持続可能な資源管理に向けた研究活動」演題8題，参加者数93名 
若手の会企画講演会「熱帯ウナギの降海回遊生態と，若手研究者の育児実態」演題1題，参加者数37名 
一般研究発表26題，参加者数88名 

2）東北支部 
①支部大会（令和元年10月5日・6日），於東北大学農学部青葉山コモンズ（宮城県仙台市） 
ミニシンポジウム「東北地方におけるアサリ資源の現状と課題」演題8題， 
参加者数 会員32名，非会員3名，計35名 
一般研究発表15題，参加者数31名 

②支部例会（令和2年2月14日），於東北大学農学部青葉山コモンズ 
特別講演3題，参加者数29名 

3）中部支部 
①支部大会（令和元年9月8日），於福井県立大学永平寺キャンパス 
シンポジウム「人，環境にやさしい「海からの情報づくり」～ICT，IoT技術と地域水産業・海洋環境～」演題8題， 
参加者数 会員13名，非会員95名，計108名 

4）近畿支部 
①支部例会（日本水産増殖学会第18回大会と合同開催）（令和元年11月23日），於近畿大学農学部（奈良県奈良市） 
シンポジウム「水産業における持続可能な開発目標（SDGs）達成に向けた課題と展望」演題3題， 
一般研究発表 口頭14題，ポスター14題，高校生による研究発表8題 
参加者数 会員56名，非会員64名，計120名 

5）中国・四国支部 
①支部例会（令和元年10月26日・27日），於ワークピア広島（広島県広島市） 
瀬戸内海水産フォーラム合同シンポジウム「1980年代以降の生物相の変化と適応策」演題7題，参加者数75名 
一般研究発表 口頭15題，ポスター10題，高校生によるポスター5題，参加者数56名 

②第20回広島湾研究集会－気候変動と沿岸海洋生物－（水産海洋学会他と共催）（令和元年12月20日）， 
於広島市市民交流プラザ マルチメディアスタジオ（広島県広島市） 
市民向け講演 演題6題，参加者数64名 

6）九州支部 
①支部大会・例会（令和元年12月7日・8日），於鹿児島大学水産学部（鹿児島県鹿児島市） 
一般研究発表21題，高校生によるポスター3題，参加者数 会員48名，非会員39名，計87名 
シンポジウム「南九州のウナギ資源および養殖生産の未来」演題6題，参加者数 会員23名，非会員34名，計57名 

（3）各委員会が行う研究発表会及び講演会 
1）シンポジウム企画委員会 
①シンポジウム 
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（平成31年3月26日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「イカナゴを巡る諸問題と生物学」演題 11題， 
企画責任者：冨山 毅，吉永龍起，阿見彌典子，米田道夫，参加者数 会員68名，非会員4名，計72名 

②ミニシンポジウム 
（平成31年3月26日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「同一魚種サクラマスとヤマメ（Oncorhynchus masou masou）の資源管理を包括的に考える」演題6題， 
企画責任者：長谷川功，北西 滋，宮本幸太，参加者数 会員20名，非会員8名，計28名 

（令和元年9月8日），於福井県立大学永平寺キャンパス 
「水産物の呈味特性研究の新展開」演題6題， 
企画責任者：大泉 徹，岡﨑惠美子，村田裕子，参加者数 会員43名，非会員16名，計59名 
「魚類における不妊化研究の最前線」演題6題， 
企画責任者：岡本裕之，北野 健，平井俊朗，参加者数 会員36名，非会員14名，計50名 

3）水産環境保全委員会 
①シンポジウム（平成31年3月26日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「東日本大震災復興事業による沿岸域の改変が沿岸生態系に何をもたらすか？」演題11題， 
参加者数 会員27名，非会員39名，計66名 

②研究会（令和元年9月8日），於福井県立大学永平寺キャンパス 
 「近年の麻痺性貝毒原因プランクトンの発生拡大を巡る問題と研究の課題」演題14題， 
参加者数 会員48名，非会員31名，計79名 

③沿岸環境関連学会連絡協議会への参加 
第36回ジョイントシンポジウム（令和2年1月11日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「沿岸分野の各学会における気候変動対応：学会間のトレードオフとシナジー効果を明らかにする」演題12題， 
参加者数 会員16名，非会員64名，計80名 

4）漁業懇話会委員会 
①第71回講演会（平成31年3月26日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「太平洋クロマグロの資源管理と定置網漁業における漁獲コントロール技術」演題15題， 
参加者数 会員89名（内10名は学生会員），非会員39名，計128名 

5）水産利用懇話会委員会 
①令和元年度第1回講演会（令和元年6月28日），於日本大学生物資源科学部（神奈川県藤沢市） 
演題2題，参加者数 会員19名，非会員6名，計25名 

②令和元年度第2回講演会（令和元年11月22日），於日本大学生物資源科学部 
演題2題，参加者数 会員16名，非会員26名，計42名 

6）水産増殖懇話会委員会 
①平成31年度第1回講演会（平成31年3月26日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「陸上養殖への対応技術と最近の動向」演題4題，参加者数 会員116名，非会員112名，計228名 

②令和元年度第2回講演会（水産学若手の会と共催）（令和元年9月8日），於福井県立大学永平寺キャンパス 
「北陸の増養殖研究：地域を支える公設試験場の若手研究者」演題8題，参加者数 会員36名，非会員26名，計62名 

7）水産政策委員会 
①ミニシンポジウム（平成31年3月26日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「「水産政策の改革について」の意義と問題点」演題5題，参加者数73名 

8）男女共同参画推進委員会 
①談話会（平成31年3月29日），於東京海洋大学品川キャンパス 
「第4回 水産学会におけるやさしい男女共同参画」参加者数39名 

9）水産学若手の会委員会 
①ナイトポスターセッション（平成31年3月27日），於東京海洋大学品川キャンパス 
演題10題,  参加者数 会員35名，非会員6名 計41名 
②シンポジウム（水産増殖懇話会委員会と共催）（令和元年9月8日），於福井県立大学永平寺キャンパス 
「北陸の増養殖研究：地域を支える公設試験場の若手研究者」演題8題,  参加者数 会員36名，非会員26名，計62名 
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3．関連学会等との連携及び協力ならびに社会連携の推進事業（定款第4条1項3号に定める事業） 
（1）関連学会等との連携及び協力 

共催 
1）日本学術会議公開シンポジウム「わが国の水産養殖の未来像」 

主催 日本学術会議食料科学委員会水産学分科会，共催 水産・海洋科学研究連絡協議会 他2団体 
後援 全国漁業協同組合連合会 他16団体 
令和元年12月19日，於日本学術会議講堂（東京都港区） 

協賛 
1）第1回海中海底工学フォーラム・ZERO 
 主催 海中海底工学フォーラム・ZERO運営委員会，協賛 日本船舶海洋工学会 他7団体 
 平成31年4月12日，於東京大学生産技術研究所An棟コンベンションホール「ハリコット」（東京都目黒区） 
2）食品ハイドロコロイドセミナー2019 
 主催 食品ハイドロコロイド研究会，協賛 化学工学会 他23学協会 
 令和元年5月23日，於東京海洋大学品川キャンパス楽水会館（東京都港区） 
3）第30回食品ハイドロコロイドシンポジウム 
 主催 食品ハイドロコロイド研究会，協賛 化学工学会 他23学協会 
 令和元年5月24日，於東京海洋大学品川キャンパス楽水会館 
4）2019生態工学会年次大会 
 主催 生態工学会，協賛 照明学会 他13団体 
 令和元年6月28日・29日，於宇都宮大学峰キャンパス大学会館（栃木県宇都宮市） 
5）第33回日本キチン・キトサン学会大会 
 主催 日本キチン・キトサン学会，協賛 日本化学会 他8学協会 
 令和元年8月28日・29日，於日本大学生物資源科学部（神奈川県藤沢市） 
6）Marine Biotechnology Conference 2019 

主催 マリンバイオテクノロジー学会，協賛 日本水環境学会 他21団体 
令和元年9月9日～13日，於静岡市清水文化会館マリナート，清水テレサ（静岡県静岡市） 

7）2019年日本冷凍空調学会年次大会 
 主催 日本冷凍空調学会，協賛 エネルギー・資源学会 他34団体 
 令和元年9月11日～13日 於東京海洋大学越中島キャンパス（東京都江東区） 
8）第17回高付加価値食品開発のためのフォーラム 

主催 日本食品・機械研究会，協賛 日本栄養・食糧学会 他15団体 
令和元年9月27日・28日，於帝人アカデミー富士（静岡県裾野市） 

9）第2回海中海底工学フォーラム・ZERO 
主催 海中海底工学フォーラム・ZERO運営委員会，協賛 日本船舶海洋工学会 他7団体 
令和元年10月18日，於東京大学大気海洋研究所講堂（千葉県柏市） 

10）第60回高圧討論会 
 主催 日本高圧力学会，協賛 日本化学会 他54学協会 
 令和元年10月23日～25日，於北海道立道民活動センター（北海道札幌市） 

11）第19回基準油脂分析試験法セミナー 
 主催 日本油化学会，協賛 日本農芸化学会 他4学協会 
 令和元年11月14日・15日，於油脂工業会館（東京都港区） 

12）海洋調査技術学会第31回研究成果発表会 
主催 海洋調査技術学会，協賛 海中海底工学フォーラム 他19学協会 
令和元年11月28日・29日，於東京海洋大学越中島キャンパス85周年記念会館（東京都江東区） 

後援 
1）第38回「海とさかな」自由研究・作品コンクール 
 主催 朝日新聞社，朝日学生新聞社，後援 文部科学省 他4団体，協力 日本動物園水族館協会，協賛 日本水産㈱ 
2）2019年度岩手県三陸海域研究論文知事表彰事業 
 主催 岩手県 協賛 東京大学大気海洋研究所国際沿岸海洋研究センター 他3団体，後援 宮古市 他38団体 
3）第56回アイソトープ・放射線研究発表会 
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 主催 日本アイソトープ協会，協賛 応用物理学会 他61学協会 
令和元年7月3日～5日，於東京大学弥生講堂（東京都文京区） 

4）日本学術会議公開シンポジウム「国連の持続可能な海洋科学の10年－One Oceanの行動に向けて」 
 主催 日本学術会議海洋生物学分科会，同SCOR分科会，後援 日本海洋政策学会 他3学協会 
 令和元年11月6日，於笹川平和財団海洋政策研究所国際会議場（東京都港区） 
5）国際水圏メタゲノムシンポジウム2019 
 共催 北里大学，アブドラ国王科学技術大学，水産研究・教育機構，国立遺伝学研究所， 
 後援 (公財)農学会，マリンバイオテクノロジー学会 
 令和元年11月23日・24日，於北里大学大村記念ホール（東京都港区） 
6）日本学術会議公開シンポジウム「東日本大震災に係る食料問題フォーラム2019」 
 主催 日本学術会議農学委員会・食料科学委員会合同東日本大震災に係る食料問題分科会，福島大学， 
 後援 日本農学アカデミー 他12団体 
 令和元年11月30日，於福島大学（福島県福島市） 
7）第36回沿岸環境関連学会連絡協議会ジョイントシンポジウム 

主催 土木学会海岸工学委員会，共催 沿岸環境関連学会連絡協議会，後援 京都大学防災研究所 
令和2年1月11日，於東京海洋大学品川キャンパス 

（2）日本学術会議が行う事業への協力 
（3）(一社)日本農学会が行う事業への協力 
（4）(公財)農学会が行う事業への協力 

1）(公財)農学会技術者教育推進委員会委員の派遣 

（5）(公社)日本技術士会CPD（継続研鑽）行事参加票の配布 
（6）水産・海洋科学研究連絡協議会参加及び委員の派遣 
（7）海外との学術交流等 

1）アジア水産学会評議員会（2019年4月，フィリピン・イロイロ）への委員の派遣 
2）イギリス諸島水産学会大会（2019年7月，イギリス・ハル）への会長，委員及び若手研究者の派遣 
3）第149回アメリカ水産学会大会（2019年9月，アメリカ・リノ）への会長及び委員の派遣 
4）韓国水産科学会大会（2019年11月，韓国・釜山）への会長及び若手研究者の派遣 
5）世界水産学協議会との連携 
6）海外水産関係大会参加型水産教育プログラムの推進 
7）令和2年度日本水産学会春季大会のSDGsセッションの外国学会等（アメリカ，イギリス，中国，韓国）への広報 

（8）水産技術誌の監修 
1）第11巻第2号 平成31年4月30日発行 

（9）第38回「海とさかな」自由研究・作品コンクールへの協力 
1）募集ポスターやガイドブックの配付，出張授業への講師派遣5件及び審査員の派遣 

（10）水産高校との連携 
1）水産高校教員補充に関する情報の共有化の検討についての情報交換会の開催 

（11）東日本大震災災害復興支援に関する事業 
1）災害復興支援拠点・東日本大震災災害復興支援検討委員会等による復旧・復興過程の情報収集 
2）各支部，各委員会の主催・共催等によるシンポジウム等の開催 
3）震災復興支援に関する各学協会への協力 

（12）男女共同参画活動 
1）男女共同参画学協会連絡会運営委員会への出席 
2）男女共同参画学協会連絡会主催シンポジウムへの出席 

 
4．研究業績の表彰による学術の発展と科学技術の振興事業（定款第4条1項4号に定める事業） 

（1）日本水産学会における賞の授与 
1）日本水産学会賞 奥澤公一 「魚類の性成熟に関する内分泌学的研究」 

   山本民次 「水産環境の保全・修復に関する研究」 
2）日本水産学会功績賞 岡﨑惠美子 「水産物の高付加価値化に関する研究」 
  黒倉 壽 「自然科学と社会科学の融合によって水産学を総合科学として再定義した業績」 
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3）水産学進歩賞 神山孝史 「沿岸域における微小動物プランクトンの動態と微生物食物網での機能に関する

研究」 
   巢山 哲 「サンマの齢査定の確立と資源生物学的研究」 
   引間順一 「魚類の病原微生物に対する自然免疫システムに関する研究」 
  森田健太郎   「サケ科魚類の生活史特性と個体群過程からアプローチした生物資源保全学研究」 
4）水産学奨励賞 金 禧珍 「餌料生物の生理・遺伝学的研究と仔魚への給餌効果」 

   小祝敬一郎 「分子生物学的手法を用いたクルマエビ血球細胞の分類」 
   小山寬喜 「水産無脊椎動物の生息塩分と体成分の変化に関する食品生化学的研究」 
   須藤竜介 「ニホンウナギの産卵回遊の開始機構に関する生理生態学的研究」 
5）水産学技術賞 稻野俊直，田牧幸一，山田和也 「高温耐性ニジマスの作出と高温耐性の生物学的評価」 

  風藤行紀，田中寿臣「ウナギ生殖腺刺激ホルモンを用いた人為催熟・採卵技術の高度化とその応用

に関する研究」 
   亀甲武志 「ホンモロコ資源の持続的利用にむけた資源管理技術の開発」 

（2）日本水産学会論文賞の授与 
1）Fisheries Science 85巻3号：483–493 ページ 

Evaluation from otolith Sr stable isotope ratios of possible juvenile growth areas of Japanese eels collected from the West 
Mariana Ridge spawning area 
大竹二雄，天野洋典，白井厚太朗，望岡典隆，高橋俊郎，張 成年，黒木洋明，Dou Shouzeng，山口飛鳥，塚本勝巳 

2）Fisheries Science 85巻3号：495–507 ページ 
Geographical variation in spawning histories of age-1 Pacific saury Cololabis saira in the North Pacific Ocean during June 
and July 
巣山 哲，小澤 瞳，柴田泰宙，冨士泰期，中神正康，清水昭男 

3）Fisheries Science 85巻3号：601–609 ページ 
Below-zero storage of fish to suppress loss of freshness 
吉岡武也，今野敬子，今野久仁彦 

4）Fisheries Science 85巻4号：677–685 ページ 
Development of an efficient bioreactor system for delivering foreign proteins secreted from liver into eggs with a 
vitellogenin signal in medaka Oryzias latipes 
村上 悠，堀部智久，木下政人 

5）Fisheries Science 85巻6号：1055–1065 ページ 
Bio-economic analysis of super-intensive closed shrimp farming and improvement of management plans: a case study in 
Japan 
進士淳平，野原節雄，八木信行，マーシー・ワイルダー 

6）日本水産学会誌 85巻2号：134–141 ページ 
日本の沿岸・沖合水域における底魚漁業の最適生産量について 
田中栄次 

7）日本水産学会誌 85巻3号：305–313 ページ 
魚道設置後のサクラマス資源の増加過程 
下田和孝，卜部浩一，川村洋司 

8）Fisheries Science 80巻5号：1001–1007 ページ 
The cellular community in the intestine of the shrimp Penaeus penicillatus and its culture environments 
Chun-zhong Wang，Guo-rong Lin，Tao Yan，Zhi-peng Zheng, Bin Chen，Fu-lin Sun 

（3）各支部・委員会等における表彰 
1）北海道支部 
①最優秀学生講演賞 3件 

2）東北支部 
①東北支部長賞 2件 
②水産・海洋系高校生徒研究発表大会における支部長奨励賞 1件 

3）関東支部 
①春季大会「高校生による研究発表」における表彰 最優秀賞 1件，優秀賞 5件，奨励賞 4件 
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4）中部支部 
①秋季大会「高校生による研究発表」における表彰 最優秀賞 1件，優秀賞 3件 
②秋季大会ポスターコンペティション 
若手研究者部門 最優秀賞 1件，優秀賞 1件 
学生部門 最優秀賞 1件，優秀賞 3件 

5）近畿支部 
①優秀発表賞 2件 
②高校生優秀ポスター賞 2件 

6）中国・四国支部 
①一般口頭発表優秀賞 1件 
②高校生ポスター発表優秀賞 1件 
③高校生ポスター努力賞 4件 

7）九州支部 
①支部長賞 1件 
②学生優秀発表賞 1件 
③高校生による優秀研究発表賞 1件 

8）漁業懇話会委員会 
①漁業懇話会奨励賞 3件 

（4）第38回「海とさかな」自由研究・作品コンクールにおける日本水産学会会長賞の授与 
1）研究部門 1件 
2）創作部門 1件 

（5）2019年度（第18回）日本農学進歩賞の推薦 
井ノ口繭   「魚類の浸透圧調節における鰓塩類細胞の機能形態学的研究」 

（6）2020年度日本農学賞の推薦 
帰山雅秀   「持続可能な資源保全管理に向けたサケ属魚類の生態学的研究」 

 
［公益目的事業2］ 

水産学に関する学会誌及び学術図書の発行，及びインターネットによる情報提供を通じて，水産学研究の科学技術成果の普及を行

うため，以下の事業を行った。 
 

5．学会誌及び学術図書の刊行による水産学研究の普及事業（定款第4条1項2号に定める事業） 

（1）学会誌の発行 
1）日本水産学会誌第85巻2号～第86巻1号まで計6冊［報文33編，企画記事等総ページ546ページ（各号350部発行）］ 
2）Fisheries Science第85巻2号～第86巻1号まで計6冊［報文101編，他 総ページ1,070ページ（各号250部発行）］ 

（2）水産学シリーズの刊行 
1）既刊のオンデマンド印刷 145部発行  
2）既刊の電子書籍出版 3部発行 

（3）日本水産学会誌の J-STAGE上における公開 
 
 
 
 
 令和元年度事業報告には事業報告の内容を補足する重要な事項がないため，「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第34条第3項に規定する附属明細書（事業報告の内容を補足する重要な事項とその内容）を作成しない。 
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会 員 数 異 動 状 況 （種別会員数）

入 出 入 出

名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名 名

正 会 員 2,708 84 25 4 4 148 17 0 2,644 55 13 1 2,711
(75)* (11)* (0)* (2)* (1)* (0)* (0)* (82)* (9)* (91)*

団体会員 143 1 0 0 0 3 0 0 141 0 0 0 141
賛助会員 67 3 0 0 0 0 1 0 69 1 0 0 70
外国会員 62 18 0 1 0 1 14 0 64 16 1 0 81

(1)* (1)* (1)*

学生会員 163 226 2 24 0 223 0 0 144 128 0 13 259
名誉会員 20 0 2 0 2 0 0 0 20 0 0 0 20
合　　計 3,185 332 29 29 6 375 32 0 3,082 200 14 14 3,282

令和2年3月1日現在支部別会員数（正会員・学生会員）
支部

種別

名 名 名 名 名 名 名 名

正会員 290 203 859 387 252 351 369 2,711
(7)* (7)* (41)* (9)* (13)* (8)* (6)* (91)*

学生会員 43 23 74 22 35 16 46 259

*：正会員のうち会員に関する規則第5条が適用される会員を示す。

九　州 合　計北海道 東　北 関　東 中　部 近　畿 中国・四国

除名
令和2年
度より入会

種別変更
現在数

種別

平　　成
30年度末
現在数

令和元年度異動 令　　和
元年度末
現在数

令和2年3月1日現在

入会
種別変更

死亡 退会
会員資格
喪失

 
 
 
 
第 2号議案 
 

会員に関する規則一部改正（案） 

現 行 改 正（案） 
（会費の免除） 
第５条 理事会は，次のいずれかに該当する会員については，第

３条の規定にかかわらず，会費の免除を議決することができ

る。 
(1)正会員のうち，会員歴４５年以上でかつ満７５歳以上の者で

あって，本人からの免除申請があった場合 
（追加） 

 
 

 
 (2)免除すべき相当の事由があると認める会員 
 (3)名誉会員 
 
附 則 本規則は，公益認定を受け移行の登記を行った日から施

行する。 
 
（平成３０年 ３月２８日 一部改正 ただし，この改正は平成

３１年３月１日（８５巻２号）より適用する。） 

（平成３１年 ３月２８日 一部改正 ただし，この改正は令和

２年度分の会費より適用する。） 
 

（会費の免除） 
第５条 理事会は，次のいずれかに該当する会員については，第

３条の規定にかかわらず，会費の免除を議決することができ

る。 
(1)正会員，外国会員のうち，会員歴４５年以上でかつ満７５歳

以上の者であって，本人からの免除申請があった場合 
(2)正会員，外国会員のうち，会員歴２５年以上，満６５歳以上

の者であって，正会員会費（年額）の５倍以上を本会に寄附

し，寄附金納入後１年以内に本人からの免除申請があった場

合 
(3)免除すべき相当の事由があると認める会員 
(4)名誉会員 

 
附 則 本規則は，公益認定を受け移行の登記を行った日から施

行する。 
 
（平成３０年 ３月２８日 一部改正 ただし，この改正は平成

３１年３月１日（８５巻２号）より適用する。） 

（平成３１年 ３月２８日 一部改正 ただし，この改正は令和

２年度分の会費より適用する。） 
（令和２年３月２８日 一部改正） 
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第3号議案

公益社団法人日本水産学会 令和2・3年度役員候補者名簿

役員候補者選出規程第 2条第1項に係る理事候補者

1．金子豊二（かねことよじ） 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授

  2．吉崎悟朗（よしざきごろう） 東京海洋大学学術研究院 教授

  3．潮 秀樹（うしおひでき） 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授

4．八木信行（やぎのぶゆき） 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授

  5．廣野育生（ひろのいくお） 東京海洋大学学術研究院 教授

6．山下 洋（やましたよう） 京都大学フィールド科学教育研究センター 教授

  7．中田 薫（なかたかおる） 水産研究・教育機構 理事

8．横山芳博（よこやまよしひろ） 福井県立大学海洋生物資源学部 教授・学部長

9．佐野元彦（さのもとひこ） 東京海洋大学学術研究院 教授

10．越塩俊介（こしおしゅんすけ） 鹿児島大学 理事

11．都木靖彰（たかぎやすあき） 北海道大学大学院水産科学研究院 教授

役員候補者選出規程第 2条第2項に係る理事候補者

北海道支部担当理事候補者

  1．木村暢夫（きむらのぶお） 北海道大学大学院水産科学研究院 教授・大学院水産科学研究院長・

大学院水産科学院長・水産学部長

  2．宮下和士（みやしたかずし） 北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 教授

東北支部担当理事候補者

  1．落合芳博（おちあいよしひろ） 東北大学大学院農学研究科 教授

2．平井俊朗（ひらいとしあき） 岩手大学農学部 教授

関東支部担当理事候補者

1．小島隆人（こじまたかひと） 日本大学生物資源科学部 教授

  2．河村知彦（かわむらともひこ） 東京大学大気海洋研究所 教授・所長

中部支部担当理事候補者

1．平塚聖一（ひらつかせいいち） 東海大学海洋学部 教授

  2．秋山信彦（あきやまのぶひこ） 東海大学海洋学部 教授

近畿支部担当理事候補者

  1．澤山茂樹（さわやましげき） 京都大学大学院農学研究科 教授

  2．家戸敬太郎（かとけいたろう） 近畿大学水産研究所 教授

中国・四国支部担当理事候補者

1．野田幹雄（のだみきお） 水産研究・教育機構水産学研究科 教授

  2．山本民次（やまもとたみじ） 広島大学大学院統合生命科学研究科 教授

九州支部担当理事候補者

  1．大嶋雄治（おおしまゆうじ） 九州大学農学研究院 教授

  2．武田重信（たけだしげのぶ） 長崎大学総合生産科学域 教授
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役員候補者選出規程第 2条第1項に係る監事候補者

1．杉田治男（すぎたはるお） 日本大学生物資源科学部 特任教授

2．舞田正志（まいたまさし） 東京海洋大学学術研究院 教授

3．青木一郎（あおきいちろう） 東京大学名誉教授

役員候補者選出規程第 2条第6項に係る監事候補者

1．野澤知世（のざわともよ） ところ会計事務所（税理士）
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令和 2 年度事業計画及び予算は学会ホームページにてご覧ください。

日本水産学会ホームページ

  https://jsfs.jp/

令和 2 年度事業計画

  https://jsfs.jp/office/document/business_plan/r2.jigyokeikaku.pdf

令和 2 年度予算

  https://jsfs.jp/office/document/business_plan/r2.budget.pdf




